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議事進行 

• 開会の挨拶 

• 議長の選任 
 

【説明事項】 
• 全役員・会員の紹介（山本浩史） 
• NPOの経緯と今後の目標（山本浩史） 

 

【審議事項】 
• 事業報告の承認（多田朋孔） 
• 中間会計報告の承認（多田朋孔、今村安） 
• 事業計画の承認（多田朋孔） 
• 予算案の承認（多田朋孔） 

 

【説明事項】 
• 会員制度の仕組み（山本浩史） 
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全役員・会員の紹介 

• 役員 

–代表理事：山本浩史 

–副代表理事：曽根一真 

–理事：曽根武 

–理事：三上泰 

–理事：濱坂都 

–理事：籾山旭太 

–理事：多田朋孔 

–監事：今村安 
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全役員・会員の紹介 

• 会員 

–正会員  15人 

 

–賛助会員 27人 

 

–学生会員 6人 

 

–法人会員 0団体 
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NPOの経緯と今後の目標 
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我々は 
何のために 

何を目指しているのか？ 

特定非営利活動法人 

十日町市地域おこし実行委員会 

い り や ま い け た に 
IRIYAMA IKETANI 
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今 池谷は・・・ 
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村人の切実な願い 
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願いをかなえるために 
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ＮＰＯに 
何を期待している？ 
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今 ＮＰＯは？ 
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ＮＰＯは 
何を目指している？ 

©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

  

短
期
、
池
谷
・
入
山
を 

 
 
 
 

存
続
さ
せ
る 

   

中
期
、
十
日
町
を 

 
 
 
 

元
気
に
す
る 

 
 

 

  

長
期
、
日
本
の
過
疎
の 

 
 
 
 

成
功
モ
デ
ル
を 

 
 
 
 

示
し 

 
 
 
 

日
本
や
世
界
を 

 
 
 
 

元
気
に
す
る
。 

ＮＰＯは何を目指している？ 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

ＮＰＯが 
今一番切実な課題 
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どうしたら村を 
存続できるか？ 
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どうしたら農業・文化の
引継ぎができる？ 
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どうしたら老人が 
安心して暮らせる？ 

©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

  

一
、
雪
お
ろ
し
・ 

 
 
 

豪
雪
の
助
け 

 
 
 

 

 
二
、
普
段
の
ち
ょ
っ
と 

 
 
 

し
た
こ
と
の
助
け 
 
 
 

  

三
、
自
分
の
田
ん
ぼ
や 

 
 
 

畑
が
す
ぐ
そ
ば
に 

 
 
 

あ
る 

  

四
、
田
畑
を
任
せ
ら
れ
る 

 
 
 

若
者
が
い
る 

 
 

  

五
、
移
住
者
も
加
わ
っ
た 

 
 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

どうしたら安心して暮らせる？ 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

移住者にずっと 
住んでもらうためには？ 
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どうすれば移住者は 
増えるか？ 
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今 何をすべきか？ 
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いざ ＮＰＯ！！ 
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みなさまへ 
切なるお願い 
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集落を存続させる 

©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

2012年度4～9月半期事業報告 

特定非営利活動法人 

十日町市地域おこし実行委員会 
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農産物直販事業 

• 山清水米直販 
– 23年度産米 

• 8810.4kg販売 

• 別途3,600kg（60俵）を農民連に出荷 

– 24年度産米 
• 5656.25kg予約注文受付済 

• 別途90俵を若米会の「限界集落支援プロジェクト（郷プロジェク
ト）」に出荷 

– 7/1 若米会「限界集落支援プロジェクト（郷プロジェクト）」に関して
顔合わせ 

– 7/18 スカイプにて多田が若米会のミーティングに参加 

» 若米会買取価格：25500円 

» 農民連手数料（検査、集配等）：1990円 

» 実行委員会手取り：23510円 

» 生産者への支払い額23000円 

» 取引数量：90俵 
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農産物直販事業 

• 出張販売 

– 4/21〜22 アースデー 坂下 

• 売上：25,000円（山清水米25,000円） 

– 10/7 食育フェア 坂下 

• 売上：38,280円（山清水米3合17,600円、予約注文10,850円、そ
の他野菜等9830円） 

– 10/14 生誕地祭り（十日町市内中心市街地） 多田美紀 

• 売上：8,100円（山清水米5合白米500円、予約注文7,600円） 

– 10/13～14 GTFグリーンチャレンジデー 坂下 

• 売上：86,250円（山清水米３合白米35,400円、５合玄米2,500円、
その他野菜等48,350円） 
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体験交流事業 
• 交流人口 

– 交流人数：345名、宿泊者335名、訪問者181名、かくら11名、民泊22名、メ
ディア44名、合計593名 

 

• イベント 
– 5/2〜5/5山村へ行こう！山菜スペシャル 

• 参加者数19名 

– 6/8〜10 第一回田んぼへ行こう！（田植え） 
• 参加者数17名（実行委員会8名・Fedex9名）、運営ボランティア4名 

– 6/22〜23 山村へ行こう！木こりスペシャル 
• 参加者数6名 

– 8/10〜12 山村へ行こう！夏の伝統芸能スペシャル 
• 参加者数10名 

– 9/1〜2 ヨガツアー 
• 参加者数9名 

– 9/28〜30 第二回田んぼへ行こう！（稲刈り） 
• 参加者数21名（実行委員会15名・Fedex6名）、運営ボランティア4名 

– 10/12〜14 第三回田んぼへ行こう！（脱穀） 
• 参加者数 12名（実行委員会6名・Fedex6名）、運営ボランティア4名 
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移住促進事業 
• インターン生受け入れ 

– 4/24 説明会 

– 5/14 山の暮らしインターン受け入れ調査票提出 

– 5/23 山の暮らしインターンヒアリング 

– 5/28 山の暮らしインターン受入地域として認定される 

– 7/9 市長の定例記者会見で市役所と協働で実施する『にいがたで「暮らす・
働く」応援プロジェクト市町村モデル事業』の事が公表される 

– 7/10 市役所と協働で実施する『にいがたで「暮らす・働く」応援プロジェクト
市町村モデル事業』の事が市報に掲載される 

– 8/7 にいがたで『暮らす・働く』応援プロジェクト市町村モデル事業について
受け入れ候補地の結の里への説明 

– 8/10 にいがたで『暮らす・働く』応援プロジェクト市町村モデル事業について
受け入れ候補地の赤倉集落への説明 

– 8/24 にいがたで『暮らす・働く』応援プロジェクト市町村モデル事業について
受け入れ候補地の三ヶ村、あいぽーと仙田への説明 

– 8/10 インターン募集のための取材 

– 8/17 インターン候補者面接 

– 9/6 インターン候補者面接 

– 9/23 インターン候補者面接 

– 10/10 インターン候補者面接 
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移住促進事業 

• 住居建設 

– 4/15 集合建設検討会  

– 5/31 柳工務所と打ち合わせ⇒見積額：1420万
円/1棟2件 

–復興基金書類作成、中越大震災復興基金1次書
類審査を通過 

– 7/11 中越大震災復興基金2次プレゼンテーショ
ン審査を実施、結果は不採択 
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情報発信・農山漁村応援事業 

• 視察受け入れ 
– 4/20 富士通総研 3名 

– 5/18 宮城県庁 4名 

– 5/28 佐渡市 2名 

– 6/26 妙高市 14名 

– 7/6 長野県小谷 8名 

– 7/7 オルタナ一行 5名 

– 7/14 村上市山北地区 25名 

– 8/16 東京農工大学の学生+松之山浦田地区の協力隊 4名 

– 8/22 新潟農業バイオ専門学校の学生で十日町出身の方 1名 

– 8/25 首都圏大学生取材ツアー（十日町市観光協会の引率） 10名 

– 8/30 東京農工大学教授、和歌山県色川地区の方 3名 

– 10/16 福島県庁 30名 
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情報発信・農山漁村応援事業 

• 講演 
– 7/7 ネスパスにいがた暮らしセミナー（小佐田）@東京 

– 8/25 山口県「生涯学習活動地域コーディネーター養成講座」（山本） 
– 9/2 対馬市島おこし実践塾（多田） 
– 10/7 めっかめっか（山本） 

 

• 寄稿 
– 舞たうん112号（4月発行）（多田） 
– 地域づくり9月号（多田） 

 

• 直売所運営支援 
– 飛渡やまの直売所の運営について売上・1品1品の出荷/販売状況の管理 

– 生産者、店番への支払いに関わる事務 

– 店番のシフト調整 

– 店番 
 

• 東北応援企画 
– 石巻の海苔の販売を開始 
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その他 
• 登記関連 

– 4月中旬 登記完了（設立日は4/4） 
– 社会保険、労働保険、雇用保険加入完了 

– 法人設立届 提出完了 
 

• 分校事務所整備 
– 4/24 フレッツ光移設  

– 5/29 サーバー納入 
 

• 6/26 子牛（めい）出荷 
– せり価格：275,000円。 

– 販売合計：290,750円。 

– 控除差引支払い額：273,941円。 

– 農協の補償金は5,000円。 
 

• 定款変更 
– NPO法改正に準じる活動の種類の追加と、農産物販売をその他の活動から
特定非営利の活動に変更。 

– また、学生会員を賛助会員に準じる形に変更。 
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その他 

• パンフレット完成、会員制度運用開始 
– 実行委員会パンフレットが完成したことを機に、本格的に会員制度の運用を
開始した。 

 

• あしたのまち・くらしづくり活動賞何らかの賞を受賞する事が決まる。 
– 11/13以降何賞を受賞したのかを外部に情報を出しても良くなる 
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メディア報道・掲載 

• 4/14 新潟日報夕刊掲載 

• 4/27 テレビ新潟ニュース放映  

• 5/12 日本農業新聞掲載 

• 5/25 FMとおかまち「地域おこしに協力したい」 
• 5/25 十日町市報掲載 

• 5/27 BSN「農ガールかなやん奮闘記」放送 

• 5/29 「地上」取材 

• 6/1 FMとおかまち「地域おこしに協力したい」 
• 6/15 教育テレビ「東北発☆未来塾」放送 

• 6/15 十日町新聞社 

• 6/23 新潟日報 

• 8/18 十日町タイムス 

• 8/27 商経アドバイス 

• 9/7  FMとおかまち「地域おこしに協力したい」 
• NOSAIのネットワークにいがた10月号 

• 10/3 テレビ新潟ニュース放映 

• 10/5 FMとおかまち「妻有の魅力再発見」 
• 10/12 FMとおかまち「妻有の魅力再発見」 
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中間会計報告の承認 

• 「貸借対照表」、「財産目録」、「活動計算書」
を参照 
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事業計画の承認 

• 「平成25年度特定非営利活動法人十日町市

地域おこし実行委員会事業計画書」、「全体
組織図」を参照 
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予算案の承認 

• 「平成25年度十日町市地域おこし実行委員
会会計収支予算書」を参照 



©特定非営利活動法人十日町市地域おこし実行委員会 

会員制度の仕組み 

• 正会員（会費5,000円／年） 
– 総会での議決権を有する 

– 事業報告書、NPO法人化記念誌、会報誌の送付 

• 賛助会員（会費3,000円／一口） 
– 総会において、参考意見を述べる事が出来る 

– 事業報告書、NPO法人化記念誌、会報誌の送付 

• 学生会員（会費2,000円／一口） 
– 総会において、参考意見を述べる事が出来る 

– 事業報告書、NPO法人化記念誌、会報誌の送付 

• 法人会員（会費10,000円／一口） 
– 総会において、参考意見を述べる事が出来る（組織代表者1名のみ） 
– 事業報告書、NPO法人化記念誌、会報誌の送付 

 

※全ての会員は池谷分校やまのまなびやをイベント以外で利
用する事が可能。会員本人が同伴する場合は非会員の友
人を誘って一緒に使う事も可能。 


